
平成２４年度 学校だより（ＮＯ．４９４）

夏休み前特別号
平成２４年７月２０日刊
横浜市立くぬぎ台小学校

６年間保証！ 校長 藤 井 芳 樹

４月５日の入学式・始業式から今日（７月２０ ランドセル。

日）まで、７３日間でした。くぬぎ台小学校へ 「大きくなったものだ。」

の登校も、残り１３５日（６年生は１３０日） 「元気に育ってくれよ。」

です。一日一日を大切に有意義に登校して欲し 「勉強にはついていけるだろうか。」

い気持ちで一杯です。 「友だちをたくさんつくれるだろうか。」

さて、今回はそんな子どもたちの背中にある 父・母・祖父・祖母・親戚、それぞれの立場で

ランドセルのお話です。あなたのお子様のラン の期待と不安のたくさん詰まったランドセルで

ドセルに６年間（つまり小学校を卒業するまで） あったはずです。

の保証期間がついてることをご存知ですか？ それを、流行だとか、小さいからとか、かっ

こ悪いとかで押し入れの奥にしまっていいのか

な、と思うのです。まさに多くの人たちの想い

を背負ってほしいと思うのです。

でも、ランドセルも壊れてしまうときがあり

ます。私の経験では、肩紐の金具・留め金の破

損が多い気がしました。サイドの袋かけ金具が

取れてしまうことも多くあります。そんな時に

は、ぜひ６年間保証を利用して下さい。お店に

よっては、修理している期間に代わりのランド

セルを貸し出してくれる所もあるようです。

高学年になると、流行の流れに乗ってランド （ご家庭によっては、弟・妹にも使っているほ

セル以外のカバンを持ちたくなる場合もあるよ ど大切にしてくださいます。ただし、その場合

うです。でも、ここが中学入学に向けて、しっ には保証はされないようです。）

かりした我が家の教育方針を我が子に伝える大 ６年間保証。この言葉は、小学校の教育現場

切な機会です。 にも必要と

「ランドセルは、６年間使う！」 される気も

もちろん、ご家庭によって考え方がちがう場 します。

合もあると思います。ですから、今回は私個人 だれもが、

の考え方という前提で話を進めてみたいと思います。 安心して心

ランドセルについて語る上で大切にしたいこ 豊かに６年

とは、子どもたちが入学する前の家族や親戚の 間を過ごせ

我が子への想いです。ランドセルを背負って、 る学校づく

家の中を自慢気に歩いていた子、ていねいに机 りに努めま

に飾っておいた日、つややかに光輝いていた す。

ホームページへようこそ！くぬぎ台 →検索 昨日までのお客様＝１３，７５５人

昨年度の６年児童からの希望で卒業式当日に展示し

た、それぞれに思い出のつまったランドセル



それぞれの学級の子どもたちと担任の先生とで考えた、今年
一年間の学級目標を紹介します。

３・４組さんは「９人でじゃんぷ」です。
でも、７月に新しく転校生が加わったので、
「１０人でじゃんぷ」になりました。
みんなで仲良く
が目標です。

１年１組さんは、「みんな、きらきら
１ねんせい」です。「きらきら」するには、
どんなことをがんばればいいのかな？
「きらきらきらきらきらきら・・・」くら
い、がんばっていきましょう。

これからを
楽しみにして
います。

２年１組さんは、

「わたげを ２６こ あつめて

たねを みつけて

げんきに みんなで なかよく」
ふわふわな心を
大切にできる
人になれるかな

３年１組さんは、「みんなの えがおで
くぬぎ台号を走らせろ ３年１組」です。
みんなが笑顔になるためには、一人ひ

とりはどんなことをしたらいいのだろう？
みんなで一緒に考えてくださいね。

涙よりも
笑顔の力の
方が強い！

４年１組さんは、「キラキラ光る 一等星 かがやきマン
だ！ 四年生！」です。かがやきマンって、きっと、自信
で輝いているのではないでしょうか。

６年１組さんは、「仲間とめざせ最高の一瞬 毎日一歩
ずつチャレンジＴＮＰ」です。一瞬という言葉が、印象に

残ります。ちなみに、ＴＮＰ
とは、楽しく 何でも ポジ
ティブに、の頭文字だそうです。
。
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毎週水曜日の朝の時間に取り組んでい

るスキルタイム（国語）。週末に持ち帰る

ファイルへの確認、ありがとうございます。

さて、そのスキルタイムの問題がイン

ターネットで見ることができます。この

夏休み中に復習・予習をすることができ

ます。是非ご活用下さい。

●ＩＤは、 ｈａｍａｄｙ
●パスワードは、ｙ４５８０

くぬぎ台小学校では、昨年度からくぬぎっ子たちの
話す・聞く・書くなどの言語活動の苦手感に目を向け、
それを克服し、自分を表現する能力に自信がもてる人
になるために、国語科授業研究を進めてきました。

７月１２日（木）、西部教育事務所学校担当指導主事、高木篤子先生にご指導をいただき、第２
回目の校内授業研究会が開催されました。

３の１
「海をかっとばせ」

高橋教諭指導
話し合いという自己
表現に興味をもち、
意欲的に授業に参加
していました。

２の１
因幡の白ウサギ
下田教諭指導

自分の作品や読み方
に対して感想を言っ
てほしいという、
評価と指導の必要性
を再確認する
授業でした。

４の１「ソーラン節」
宮村教諭指導

場の設定の工夫次第で、子ど
もたちは意欲的に授業に参加
することを証明してくれた
授業でした。

ＰＴＡ企画！
あなたもご一緒に、いかがですか。

「ありがとう！くぬぎ台小学校」
記念の運動会Ｔシャツの紹介
です。
９月１５日（土）に向けて、運動会記

念として、今年の参加賞は全校おそろ

いＴシャツにしました。保護者・地域の

皆様もご一緒にいかがですか？

詳細は、本校ホームページに掲載し

てあります。申し込みは８月２０日まで。



言霊との出会い（テレビより）
くぬぎっ子たちには、心や霊をもった言葉を発することができ

る人、受け止められる人に育ってほしいと思います。

（４）ふるさとの親からの電話
「食べているか、元気でいるか、

迷惑はかけていないか。」
今はとても有名になっている歌手が、若くして東京に出て

きた頃、ふるさとの親に電話をすると必ず返ってくる言葉だ
ったそうです。実家を出て行った子どもに対して、親が心配
する内容を端的に表しています。
「健康か、人から愛されているか。」この二つを守るため

の智恵を身につけることは、今、社会に巣立つ若者にとって
最重要課題かもしれません。

ありがとう、くぬぎ台小学校！
くぬぎ台小学校は、本年度で創立４１年目を迎えます。

川島小学校との統合を迎えるにあたって、歴代卒業生・保

護者・お世話になった地域の方々・教職員を迎える大同窓

会を企画いたしました。

月日は、平成２５年２月２３日（土）、詳細はまだ未定です

が、今まで行われた各周年記念事業実行委員会代表の皆様に

よる企画委員会を立ちあげることにしました。今後、詳細を

お知りになりたい方は、学校ホームページをご覧頂くか、直接

学校にお電話ください。（０４５－３７１－５３３３）

それは、月曜日になると必ず起
こります。放送委員会の人のこと
です。
その人は、月曜日の朝、登校して

私に出会うと真っ先に質問します。
「校長先生、今日の朝会は外です
か、中ですか？」

「今日はいい天気なので、外にし
ましょう。」
そんな毎週の規則正しい会話も

素敵です。責任ある活動という言
葉がいつも頭に浮かんできます。

夏休みを前に、考えてみましょう。
今、「いじめ」が私たち教育現場にも、「いじめ」を巡る大人や子どもにも課題を投げかけていま

す。そこで、夏休みを前にもう一度原点に戻って、子どもを守るとはどういうことなのか考えてみ

たいと思います。

●「こどもの権利条約」を、 ●「よこはまチャイルドライン」を
確認しておきましょう。 確認しておきましょう。

１９８９年、国際連合総会で制定され、１９９４年 年度初め、一人ひとりにカードで配っている

日本も批准し、発効しました。主な条約の内容を挙 子ども相談電話の機関です。

げてみます。 そこの報告によると、昨年４月から今年３月

までの相談件数は、７８０７件でした。

第 １ 条 子どもはみんな幸せになれる。 その中で６１％を占める内容が「すぐ切れた・

第 ２ 条 みんな同じ人間だもの、仲良くしよう。 無言」だったそうです。きっと、子どもたちはド

第 ６ 条 命は、世界に一つしかない大切なもの。 キドキしながら、また緊張しながら、やっとの想

第 ８ 条 自分の国や言葉は宝物、それに自信をもとう。 いで電話をしたのだと思います。

第１２条 幼くても、私の言うことを聞いてほしい。 チャイルドラインのスタッフでなくとも、その

第１３条 「よかった。」「いやだ。」など、思った 勇気を尊重すると共に、私たち大人がそのこ

ことを言ったり歌ったり絵に描いたりし とをしっかりと受け止め、真摯な気持ちで子ど

てもいいんだ。 もたちからの聞こえてこない想いを受け止め

第１９条 体や心が傷つけられたら、守ってもらえ ていきたいと思います。

るし助けてもらえる。

第２３条 障害のある人もない人もみんな手をつなごう。 チャイルドラインへの連絡先

第２８条 みんなが楽しく勉強に取り組めます。 （毎週の月・木 午後４時～９時）

分からなければ助けてもらえます。 ０１２０－４３３－３３９

（解説パンフレットより抜粋）


